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公益財団法人 ソニー教育財団（会長：盛田昌夫）は、主催する 「科学する心」を見つけよう フォトコンテスト 

（募集期間： 2021年8月5日（木）～ 2022年2月28日（月））の入選作品を発表いたします。 

 

本コンテストは、就学前の子どもを被写体とし、「日常のふとした瞬間に芽生えた驚きや気付き、探求や感動の姿」

を捉えた写真を保護者から募集したものです。子どもたちの探究心や好奇心の瞬間を捉えた写真から、保護者の

皆様が、ソニー教育財団が活動指針とする「科学する心」を見つけ、その気持ちに寄り添いながら見守る、あたた

かい思いをこめた作品が多数寄せられました。 

 

応募総数 286 作品の中から審査委員会による厳正なる審査の結果、最も「科学する心」を表現している作品に贈

られる「科学する心賞」（2 作品）、その次点として評価された「いきいき賞」（6 作品）、入賞として「きらり賞」（37 作

品）の合計 45 作品を選出しました。すべての入選作品は、ソニー教育財団のウェブサイトでご覧いただけます。 
https://www.sony-ef.or.jp/contest/ 

 

なお、「科学する心」を広く伝えることを目的として始まった本コンテストは、今回で終了となります。今後は SNS を

活用して、本コンテストの趣旨を引き継いだ新しい事業を展開していく予定です。 

――――― 入選作品 ――――― 

■科学する心賞 2 作品 

  
今度こそ！/1 歳 4 カ月 

（大阪府） 

鉄火のマキちゃん さん 
シャボン玉をつかもうとしてましたが、目移りして上手くいかず、次

に狙いを大きなものに変えたようです。 
 

トンボが止まったぁ！！/4 歳 6 カ月、9 歳 11 カ月 

（岐阜県） 

恵梨香 さん 
どうしたらトンボが止まるのか、一生懸命考え、汗を流しながら枝

を持ちじーっと待っていると成功しました。  

 
ソニー教育財団  

第 15 回 「科学する心」を見つけようフォトコンテスト 入選作品発表 

子どもたちの探求や感動の姿をとらえた写真 45 作品が入賞 



 
 

 

■いきいき賞 6 作品 

 
  

 
里山デビュー/3 歳 11 カ月 

（東京都） 

しの さん 

孫が自分で初めて捕まえたヤゴとドジョウ。水

がまだ冷たく動かないのを見て息を吹きかけ

ています。 

 

拡大して見てみると/4 歳 11 カ月 

（東京都） 

ケイト さん 

アゲハ蝶を初めて虫眼鏡で観察してみると、

毛がびっしりと生えていることを発見。 

地上１メートルの世界/ 

5 歳 6 カ月、6 歳 7 カ月 

(茨城県) 

ira さん 

密にならない時間と場所を探し遊んだ

夕暮れ。図鑑の中の世界だった羽化

真っ最中のセミと出会えました。 

 

 

 

 
前のめりな探究心/1 歳 7 カ月、4 歳 5 カ月 

(京都府) 

奥村結希 さん 
「なにか動いた気がする！」そう言葉を発する

や否や、身を屈めて小さな隙間を覗き込む子

どもたち。 

なにか、きこえるよ！/2 歳 2 カ月 

（東京都） 

鈴木謙太郎 さん 
突然、地面に耳を当て、じっと何かを聞いてい

ました。虫の声かな？土の声かな？それとも、

地球の声かな？ 

タワーがふえた！！/1 歳 5 カ月 

（東京都） 

Ａｉｋｏｔｏｒｉｎ さん 
タワー作りが大好きで、この日はたま

たま壁の近くで作っていたら…黒いタ

ワーがあらわれてビックリ！ 

 

 

 

きらり賞（37 作品）および入選作品の詳細は、ソニー教育財団のウェブサイトをご覧ください。 

https://www.sony-ef.or.jp/contest/ 

 

 

 

 



 
 

ソニー創業者 井深 大とソニー教育財団について 

ソニーの創業者である井深 大は、戦後間もない日本において、科学技術の振興こそが国

の発展に繋がると考え、次世代を担う子どもたちへの理科教育に多大な関心を抱いていま

した。日本初のトランジスタラジオを発売し、会社経営が軌道に乗り始めたのを機に、1959
年に「ソニー小学校理科教育振興資金」の贈呈を始めました。ソニーの教育助成活動の始

まりです。 

 

井深の理念を引き継いだ教育助成活動は対象を中学校にも拡げ、この事業を継続的に発

展させるため、1972 年に「財団法人 ソニー教育振興財団」を設立しました。その後、子ども

たちの感性・創造性・主体性の育成を目指した「ソニー子ども科学教育プログラム」へと発

展。60 年以上もの間、創造的で先進的な取り組みを行う全国の学校、先生方を支援してき

ました。 

 

一方で、井深の関心は幼児教育にも広がり、1969 年に「財団法人 幼児開発協会」を設立しました。幼児期の豊かな感

性と創造性の育成を目指し、2002 年から幼稚園・保育所・認定こども園を対象にした「ソニー幼児教育支援プログラム」

を開始しました。 

 

2011 年に「公益財団法人 ソニー教育財団」となり、乳幼児期から「科学する心を育てる」こと、「科学が好きな子どもを

育てる」ことを柱にした教育助成を行っています。 

 
 

＜報道関係の問い合わせ先＞ 

公益財団法人 ソニー教育財団  

東京都品川区北品川 4-2-1  TEL:03-3442-1005 FAX:03-3442-1035  

 

ソニー創業者 井深 大 


